
理事長に就任し２年目になると、無我夢中から
少し周りが見えてきました。会の運営、毎月の研修
会、他団体との交渉、会員の情報把握、会の事業
遂行等々。しかしながら、会員数 234 名の私たち
兵庫県音楽療法士会を維持し、そして発展に向かう
のはなかなか難しいと感じました。多くの諸団体も
同様ではないかと思います。当会も理事７名で団結
し一生懸命進めておりますが、理事が頑張るだけで
は上手く物事が進まないことも多くあります。もち
ろん大きな道筋は、会を任されている理事が行いま
すが、会員一人一人が何らかの形で運営に携わって

くれているからこそできることも多いのです。毎月
の研修会での当番や、コンサートやイベントの準備、
それぞれの係の仕事など、たくさんのマンパワーが
結集して、当会を支えてくれています。

コロナ禍により、人と人との関係が少しずつ変
わってきています。会員も 200 名以上になります
と全員が顔見知りという訳にはいきませんが、音楽
療法士として対象者に真摯に向き合う姿勢と同様
に、これからの当会の活動にも、更に熱きパワーを
持って取り組んでいきたいと考えています。

▶初期のエピソードや促進事業について
　ゲスト4人に詳しくお伺いしました 

座談会「兵庫県音楽療法士会って、
　　　　どうやってできたの?」

2023年度事業報告Ⅰ
▶研修会・事例研究会

山口陽雄記念賞授賞式
▶池田智子会員にインタビューしました

あなたの町のセラピスト
▶日置暁子会員・土橋順子会員

2023年度事業報告Ⅱ
▶主催コンサート、依頼事業

楽器紹介、音楽の豆知識
▶オーシャンドラム、身近な「サイン音」と「サイン音楽」

特集
P.2-3

P.4 P.4-5

P.5 P.6-7

P.8

マンパワーに感謝と期待 一般社団法人 兵庫県音楽療法士会 理事長　井上 恭子

日々、
勉強中です！
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いくんだ」という使命感のようなものがあったように思
います。発会時に月1回研修会をすることを決めてから、
ずっと現在まで続けてこられているのは、兵庫県音楽療
法士会の財産でもあり誇りに思います。
継岩：地域の音楽療法に関して言えば、兵庫県の東側
と西側での温度差も感じていました。その頃、東側で
は音楽療法が少しずつ浸透してきつつあったのですが、
西側ではまだ「音楽療法ってなに？」の状態でした。「音
楽療法やったら病気が治るの？」「音楽ええなぁ、ボラ
ンティアでやってよ」という声もあり、セッションの現
場をお伺いしては何十件も断られました。

震災後のヒューマンケアの理念から
音楽療法導入促進事業が始まる
廣野：まず音楽療法の事業を始めるに至った経緯です
が、長年音楽療法を取り入れていた向陽病院の山口先
生が当時の貝原俊民知事に音楽療法の事を提案されま
した。その当時兵庫県では、阪神・淡路大震災の経験
を踏まえて、ヒューマンケア ( 医療・福祉分野を超えて、
芸術・文化の面からアプローチをし、生きる力を呼び覚
ます ) が大事という理念がありました。丁度それが一致
して音楽療法を普及させていこうということになりまし
た。人材を育てる為に 1999 年から養成講座が始まり、
2002 年 2 月に1期生が認定されました。勉強して実践
経験を持った方々に活躍していただき、音楽療法を普及
させていく段階に入り、まずお試しで現場に導入してい
ただこうと『出前普及活動事業』が始まりました。「“出
前”っていう言葉は嫌だ」と療法士さんに言われたのを
覚えています（笑）。きっかけ作り
としてこれを 2 ～ 3 年間実施して、
本格的に施設に導入してもらえるよ
うな取り組みが必要だということで
始まったのが『導入促進事業』でし
た。人材はいるが中々広まらないか
ら、施設に補助して取り入れても
らうよう働きかけると
いう事業が他の職種で
以前にもあったので、そ
れを参考にしました。

― 当時、施設はどんな反応でしたか？
廣野：事業のチラシを作って老健施設協会などに持って
いき、配布をお願いしたり、協会の会合に出向いて説
明をしたこともありましたが、反応は鈍いように感じま
した。「ボランティアで来てもらう分にはいいな」という

初めて認定された27名で2002年
兵庫県音楽療法士会がスタート
渡邊：何をしたらいいのか、場所はどうするのか、と
いうところから始まりました。まず 1 期生が集まって、
これからについて、話し合いの場を持ちました。会の
名称は「兵庫県音楽療法士会」に決まり、運営委員が
選出されました。その後は初代会長（堀 早苗氏）の
ご自宅で運営委員会を開き、色々な
基盤が創られました。初代の運営委
員会は深夜までの作業が連日続いた
と聞いています。
　第 1 回目の研修会は、会員の人脈
で三宮の二宮神社をお借りしまし
た。当時顧問でいらっしゃった故山
口陽雄先生にお願いし、山口先生の
音楽療法に対する想いや療法士に期
待すること等をお話し頂きました。

継岩：「会を作らないといけない」と言ってくださった
のは山口先生でした。1 期の認定式が終わって、これ
から先のことを迷っていた私たちに、山口先生が「こ

こで終わりじゃない。今ここで皆
がバラバラになってしまったら音
楽療法はだめになっていく。すぐ
に会（組織）を作りなさい。ここ
からがスタートだ」と仰いました。
私たちよりも 10 年、20 年先を見
据えてくださっていたのだと、今
つくづく感じます。あの一言が無
ければ、きっと発会はなかったの
ではないかと思います。

「兵庫県音楽療法士会って、 どうやってできたの?」座談会 特集

発会当初のエピソード
渡邊：研修会の会場探しが大変でした。当初は県民会
館をよく借りていましたが、会場によっては抽選があり、
外れては次の会場を探す…ということがよくありました。
コピー機もなく、近くの本屋さんで大量にコピーしてい
ました。途中で一旦後ろの人に譲りながら（笑）。いつ
もキャリーバッグには大量の資料を入れて研修会に向
かいました。あと、手書きの時代で、今みたいにパソコ
ンメールに添付という訳にはいかず、FAX や待ち合わせ
での原稿の受け渡し、そして電話連絡でやり取りをして
いました。手間暇かけて労力が要りましたが、振り返る
と懐かしい思い出です。毎月の研修会はほぼ全員参加
していましたし、会員一人一人に「自分たちで作り上げて

雰囲気で、定期的に来てもらうとか雇用するとなると財
源がないので、施設側には収入として入ってこないんです。
補助事業があるならやってみようか、でも補助が受けら
れる期間が終わったらそこで終わりという感じでした。

― 廣野さん個人として音楽療法の印象は？
廣野：音楽療法は色んな手法があって、わかりにくい印
象があります。音楽は楽しくてすごく良いというのはわ
かるのですが、療法士の個性に左右される面もあります
よね。音楽のもつ多様性や、療法士の個性を活かして
実施する、という点が理学療法や作業療法との違いで
あり制度化されるのが難しい理由の 1つでもあるのでは
ないでしょうか。

コーディネーターの立場から
促進事業のあれこれ
― 施設からの反響はいかがでしたか？
鞘本：導入促進事業で県から半額補助してもらえるなら
試してみたいと連絡が来る施設は多かったです。（当初 1
年半で 150 施設）でも補助期間が終わると、そこで終
わる施設が山のようにありました。療法士には「金銭面
もあるとは思うが、自身の力が足りていたかどうかの反
省はきちんとしておかなければならない」という助言を
することもありました。

― 施設と音楽療法士のマッチングは大変だったと思
われますが、いかがでしたでしょうか。
鞘本：希望施設の対象者は高齢者が
多かったですし、身近な領域でもあ
るので（療法士の希望領域とは違っ
ても）1 度は経験しておくよう勧め
ていました。あとは、長く続けても
らう為に通勤距離が遠くない現場を
設定していました。とにかく続ける
ことが大切。月 1 回でも覚えてくれ
る対象者もいますしね。

― 音楽療法の実践と
コーディネーターのお仕事
を兼任していたのですね。
鞘本：事務的な作業は気分転換にもなっていました。事
務所はなかったから襖を机代わりに会議したりしました
ね。書類作成など大変なこともありましたが、人とのや
りとりは好きですし、人と話をすると色々な意見が聞け
ます。コーディネーターとして療法士に常々言っていた
のは「施設スタッフと仲良くなりなさい」ということです。
雑談が出来る仲になっておくと、色々な情報や療法士へ
の要望等も入ってきやすくなると思います。

― 県のバックアップについて
鞘本：コーディネーターとして学会で発表したのですが、
質問が多くありました。行政との繋がりは珍しいことで
すし、すごいこと。廣野さんも大変なご苦労だったと
思います。

廣野：他の行政がやっていないことを、独自で手探りで
やっていくというのは楽しいですよね。
継岩：促進事業のバックアップは本当にありがたかった
です。施設にチラシを持って行った際も、県のバックア
ップがあると反応が全然違いました。＊注：兵庫県の
補助事業は、2021 年度で終了しました。

仕事の確立、そして当会存続へ
会員の皆さんへアドバイス
継岩：1 人で孤立してしまうのは良くないし、色々な意
見を出し合える繋がりが大切だと思います。例えば自分
の親が倒れたとか何かで急にセッションに行けなくなっ
た時に、仲間に本当に助けられたし、逆に何かあったら
助けてあげたいし、長く音楽療法を続けるためにはそれ
も必要じゃないかと思います。私も、仲間の存在があっ
てここまでやって来られたと感じています。また、交通
の便が悪い地域の療法士はなかなか研修会に参加しに
くいかと思います。県の大きな規模も良いけれど、出来
たら地域ごとの療法士の、横の繋がりがあったらいいの
になと感じます。
鞘本：地区別研修会も、前にはありましたね。
渡邊：神戸周辺での研修会開催が多く、行きたいけれ
ど大変だという声があって、地区別研修会をやっていた
時期もありました。ワークショップ、悩み相談会、自分
たちが招きたい講師を呼ぶ等、地区ごとの開催の良さ
がありました。ただ少人数での企画は大変だということ
もあり、無くなってしまった事が残念です。
鞘本：コロナ禍に、地区別研修会をオンラインでするこ
とも考えてはいました。小規模で自分たちでやってもい
いというのがあったらいいですね。私は療法士仲間の小
さいアンサンブル 2 つに参加しています。そういうのを
仲間で作っていれば、どこかで何かある時すぐに演奏で
きるし、練習も楽しいし。
渡邊：最近は施設の職員さんも音楽療法のことを学ん
でいる方もいらっしゃいます。介護職の方、音楽を使っ
た活動で上手にお話しされるんですよ。だから、療法士
は質を上げていかないと。
鞘本：音楽がどれだけできるかではなくてね、人として…
渡邊：そうそう、音楽力を磨くのはもちろん、しかし音
楽だけではだめで、人としての人間力・対人力を上げて
いかないと。そして、本当に仲間づくりですよね。人か
ら吸収するものってたくさんあるし、助けてもらうこと
もあるし、私自身も仲間に恵まれてここまでやって来ら
れたなあと思います。これからも会員同士の繋がりが
広がっていくといいですね。
廣野：私は最初の認定の頃から携わらせていただいて、
一人一人すごい熱量だったんですよ。その熱が今後も
兵庫県療法士会に伝わっていって続いていけばいいな、
と願っています。

― 皆様、貴重なお話をありがとうございました。

　タイトルのような素朴な疑問や「何もないところから、先輩
方はどうしてたのかな？」、また他県にはない行政とのつながり
等々、兵庫県音楽療法士会の初期の様子や促進事業について、
当時を知る方々にお話を伺いました。

参加者
◆ 渡邊 幸子 会員　◆ 廣野 誠 氏
◆ 継岩 典子 会員　◆ 鞘本 尚子 会員

渡邊 幸子 会員 
＜1期＞ 

継岩 典子 会員 
＜1期＞ 

廣野 誠氏
＜発会当時兵庫県職員として
音楽療法の普及に携わる、

現在兵庫県音楽療法士会監事＞

鞘本 尚子 会員
＜2期、音楽療法導入促進事業

　初代コーディネーター＞
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●土橋 順子会員（19期・神戸市在住）
　幼少期からピアノを習い、合奏や即興演奏の経験を
音楽療法に活かしている土橋さん。音楽療法との出会
いや就労継続支援 B 型事業所でのセッションについて
お話を伺いました。
Q: 音楽療法との出会いは？
　親族が利用しているデイケアで音楽レクに一緒に参
加した時、参加者が笑顔になったり涙を流したりする
場面に出会い、音楽が心身に作用する影響の大きさを
痛感したことがきっかけでした。
Q: セッションで心掛けていることは？
　緊張の強い方が多いので、それぞれがリラックス
して無理なく参加できる環境を作り、音楽を通して一人
一人の良い所を引き出していけるよう心掛けています。
例えば、恥ずかしくて大きな声が出せない方は、発声
練習で少しずつ声を出してから歌唱活動に移行しても

らい、ミュージックベルのメロディー奏
では見やすい楽譜をお一人ずつ用意
し、ベルは自主性を大切にしてご本
人に選んでもらうようにしています。
Q: 特に印象に残っていることは？
　普段他の方と関わりを持たない方
がミュージックベルの演奏ではしっ
かりと周りの動きを目で追い、音量や鳴らし方を工夫
しながら、皆を引っ張ってくれたことです。
Q: 参加された方や施設の職員の反応は？
　参加された方からは「ベルの音色が好きで演奏が
楽しい」、施設の職員からは「普段小さな声でしか話
さない方が音楽の時間はしっかりと声を出して歌っ
ている」「ベルを表情豊かに演奏しているメンバーさ
んの普段とは違う姿を見れて嬉しい」などお声を
いただいています。

●日置 暁子会員（４期・丹波篠山市在住）
　日置さんは丹波篠山市の高齢者施設で長年生活相
談員として勤務しながら、「入所者様の生活の活性化
になれば」と音楽クラブを立ち上げ、後に音楽療法士
の資格を取得されました。退職後もその活動を続けて
います。「一人一人を大切に、その方の隠された部分を
見出し、音楽を通して再び輝かせてあげたい」という
願いをもって活動している日置さん。秋の訪れを感じる
10 月、その様子を取材しました。
　セッションは大きな窓から里山を見渡せる多目的
ホールで行われ、日置さんは三々五々集まって来られ
たお一人お一人と談笑し、そこから『里の秋』や『ちい
さい秋みつけた』など季節の歌が始まりました。彼岸
花の色や呼び名の話が弾む中、お一人が歌詞に曼殊
沙華(まんじゅしゃげ )が出てくる歌の一節を口ずさみ、
自然に歌の輪が広がりました。その方は日置さん曰く

ムードメーカーでいらっしゃるのですが、人前で歌うこ
とを恥ずかしがっておられ、日置さんがさりげなく言葉
をかけると、照れながらも背中を押されたように『岸
壁の母』を見事に歌い上げました。会場は温かい拍手
に包まれ、職員の方々も普段とは違う入所者様の姿を
知り、感心しているようにお見受けしました。相談員と
いう経験を活かし、入所者様へ丁寧に心を寄せ、良い
所を引き出したいという日置さんの思いがひしひしと
伝わってきました。
　日置さんは他にも
身体障害者施設、キ
リスト教の礼拝奏楽、
地域の歌声サロンな
ど幅広く活躍されて
います。

あなたの町のセラピスト
第11回山口陽雄記念賞授賞式

今年度受賞された池田智子会員（2 期）にこれまでのご自
身の活動について、お話しいただきました。

―授賞式で、山口紅子先生のお言葉を聞きながら、昔の
ことを思い出しました。20 年前、兵庫県音楽療法士会の運
営委員をした時は、まだ事務室などもなく、向陽病院の部
屋をお借りし、お世話になりました。

私は、知的障害の方と関わる機会があり、はじめは障害
者施設で音楽活動を行っていました。兵庫県音楽療法士と、
日本音楽療法士学会の資格を取得した 2003 年以降は、高
齢者、障害児・者の福祉施設で、非常勤や外部講師の立場
でセッションを行いました。そして、特別支援学校に就職す
ることとなり、それまでの仕事を同じ学びを重ねてきた仲間
が引き継いでくれ、全てのセッションを継続することができ
ました。兵庫県音楽療法士の仲間に大変感謝しています。

特別支援学校での私の立場は音楽療法士ではなく、一教
師です。そこでは、障害を持つ子どもたちと多くの時間を共
に過ごし、一人一人のこどもたちと深く関わることができまし
た。特に、肢体不自由の子どもたちが、音楽を通して生き生
きとした表情、表現を見せる時、彼らの生きる力を強く感じ
ました。多くの先生、音楽療法士仲間、様々な障害を持つ人々
との多くの出会いによって私は音楽療法士として育てられた
と感じています。

｢ 音楽の力 ｣ で、人が勇気や希望を持てること、人として
成長できること、生活を豊かにできることを、私自身強く実
感しています。今後も音楽療法士として、音楽の魅力を多く
の人に伝え、音楽療法の普及・発展のために、微力ではあり
ますが、尽力する所存です。

後列左から 井上 恭子会員（当会理事長）
　　　　　 山口 直子氏（向陽病院常務理事）
前列左から 阿部 恩氏（頌栄短期大学名誉教授）
　　　　　 池田 智子会員
　　　　　 山口 紅子氏（向陽病院名誉会長）
2023年11月4日 兵庫県福祉センターにて

山口陽雄記念賞：兵庫県での音楽療法の発

展と当会発足にご尽力下さった故山口陽雄

先生（元向陽病院理事長）が、生前、音楽

療法のさらなる普及発展と、音楽療法士の

士気向上を図る目的で設立された賞です。

ご逝去後もご遺族がその遺志を引き継いで

下さり、毎年度会員1名に授与されます。

2023年度 事業報告Ⅰ　研修会・事例研究会事業

池田 智子会員（2期）
大学卒業後、兵庫県内の高等学校、小学校等で
音楽科教師として勤務。退職後、兵庫県音楽療
法士養成講座を受講し、2003年 兵庫県音楽療
法士、日本音楽療法学会認定音楽療法士両資格
取得。2006年 当会企画部長就任（１期２年）
その後、兵庫県内の特別支援学校に教師として
勤務。現在は、短期大学幼児教育学科にて、音
楽療法関連分野の授業を担当している。

4月 ・ 研修会 後藤 力先生 広島国際大学総合リハビリテーション学部教授

 「フレイルと介護予防に必要な知識・評価および介入」

中林 亜衣先生 NPO法人生涯発達ケアセンターさんれんぷ代表

「大好きな音楽と福祉を両手に 
―医療的ケア児を含む全てのこどもたちの発達を後押しする音楽療法と法人運営の話―」

7月 ・ 公開研修会

5月 ・ 研修会

6月 ・ 事例研究会

8月 ・ 研修会

9月 ・ 事例研究会

岡崎�香奈先生�神戸大学大学院人間発達環境学研究科准教授

事例研究

肥後 功一先生  島根大学理事・副学長

 「コミュニケーション障がいの支援 ―必要な専門性とは何か―」

北村�吉彦先生�ヤマハ音楽教室講師

「カホンを作って演奏にチャレンジ」

池田�智子先生�大阪成蹊短期大学非常勤講師

事例研究

10月�・�公開研修会 柿木�達也先生 かきぎ認知症しあわせクリニック院長

 「認知症の理解と予防・早期治療・進行抑制」 

宍戸�幽香里先生�国立音楽院音楽療法学科講師、全国心身障害児福祉財団理事

「集団音楽療法 ―個人のアセスメントから集団へ― 乳幼児・学齢・成人期の目的と実践内容」

野村�誠先生�作曲家

「音楽とコミュニケーション」（鍵盤ハーモニカ講座付き）

山田�由紀子先生�音楽療法グループ�      　　アン・ディ・ムジーク代表、西宮音楽療法研究会理事

事例研究と講義「事例研究レポートの書き方�経過と考察」

松本�佳久子先生�武庫川女子大学音楽学部応用音楽学科教授

「 『大切な音楽』の語りと対話が織りなすライフ・ストーリー」

11月 ・ 公開研修会

12月 ・ 公開研修会

 1月 ・ 事例研究会

 2月 ・ 公開研修会

オンデマンド配信 (昨年度公開研修会)

5月�長谷川�裕紀先生�武庫川女子大学共通教育部准教授

「音楽療法におけるデータの活用を考える」

6月�嶋村�順子先生�ATI認定アレクサンダー・テクニーク教師、

SEI認定ソマティック・エクスぺリエンシング・プラクティショナー

「自己調整～本来の自分らしさを取り戻す」

公開研修会は日本音楽
療法学会の認定番号を
取得する予定です。
開催の告知は当会HPで
ご案内しております。

宍戸�幽香里先生�国立音楽院音楽療法学科講師、全国心身障害児福祉財団理事

「集団音楽療法 ―個人のアセスメントから集団へ― 乳幼児・学齢・成人期の目的と実践内容」

野村�誠先生�作曲家

「音楽とコミュニケーション」（鍵盤ハーモニカ講座付き）

山田�由紀子先生�音楽療法グループ�      　　アン・ディ・ムジーク代表、西宮音楽療法研究会理事

事例研究と講義「事例研究レポートの書き方�経過と考察」

松本�佳久子先生�武庫川女子大学音楽学部応用音楽学科教授

「 『大切な音楽』の語りと対話が織りなすライフ・ストーリー」

11月 ・ 公開研修会

12月 ・ 公開研修会

 1月 ・ 事例研究会

 2月 ・ 公開研修会

オンデマンド配信 (昨年度公開研修会)

5月�長谷川�裕紀先生�武庫川女子大学共通教育部准教授

「音楽療法におけるデータの活用を考える」

6月�嶋村�順子先生�ATI認定アレクサンダー・テクニーク教師、

SEI認定ソマティック・エクスぺリエンシング・プラクティショナー

「自己調整～本来の自分らしさを取り戻す」
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2023年度 事業報告 Ⅱ

11 月 23 日、丹波市のポップアップホールにて『～
世代を超えて～♪つながろう！音とひと♪』と題し、
音楽療法士による参加型コンサートを行いました。
毎年開催しているこのコンサートは、県民の方と
一緒に音楽を楽しみ、広く音楽療法を知っていただ
くことを目的としています。

コンサートでは、童謡『どんぐりころころ』に
のせて、丹波生まれのどんぐりちゃんの世界一周の
旅が繰り広げられました。フラメンコ（スペイン）、
ワルツ（オーストリア）、ボサノバ（ブラジル）等の
リズムを体験しながら各国を回り、『マツケンサンバ』
で丹波に戻ってくる、という展開。リズムが変わる
だけで雰囲気はガラッと変わり、いつの間にか体が
動き一緒に踊り出す方もいました。その他、フルー
トの三重奏では『見上げてごらん夜の星を』と『ル

パン三世』のテーマが演奏され、最後はスリットド
ラムに合わせて『夕焼け小焼け』を会場の皆さんと
一緒に歌いました。プログラムを通して、子どもか
ら高齢者まで幅広い年齢の皆さんが一緒に音楽の
世界を楽しんでいただけたように感じました。

終了後、ロビーにて出演者全員で、『旅愁』( 原曲：
オードウェイ　翻訳：犬童球渓 ( 犬童は音楽教師と
して１年間丹波市に赴任していたことがある )) を演
奏し観客を見送りました。「楽しかった」「最高！」「こ
のような形のコンサートは初めてでした」等感想が
あり、涙を一杯溜めて「ありがとう」とセラピスト
の手を握る方もおられました。これからも多くの方
に音楽療法を気軽に体験していただけるようなコン
サートを開いていきたいと思っています。

“木の芽家族会”様は「精神疾患の早期発見、早期
治療の相談窓口に徹する」として、毎月定例会を開
催されています。「会員家族、関係者に楽しい時間を
過ごしてほしい」とご依頼を受け、6 月 11 日兵庫県
福祉センターにて、定例会の中で約 1 時間音楽療法
を体験していただきました。音楽に合わせて軽くス
トレッチ、歌唱『夏の思い出』で始まり、参加者と
セラピストの『太鼓問答』では、あたかもお喋りし
ているような音のやりとりに感心の声が漏れました。
曲に合わせて楽器を使う、手拍子をする…そして８
人の方のトーンチャイムの音階に、キーボードで『虹
の彼方に』のメロディを添えると、皆さんその響き
を味わっておられました。2 チームに分かれて違う
２曲を同時に歌う「同時唱」では苦笑い、最後は『夏

は来ぬ』の斉唱でした。終了後、「楽しかった」、「（施
設でも）音楽を取り入れたい」との声も聞かれました。
家族会の皆様ご自身が、音楽を楽しまれ、明日への
活力になれば、と思いました。

佐用町「手をつなぐ育成会」様からご依頼を受け、
12 月 2 日に南光文化センターにて、お楽しみ会の中
で音とふれあう参加型コンサートを行いました。昨
年度、西播地域啓発総合福祉大会での当会の講演に
役員様が参加され、佐用町でも「少人数で身近で音
とふれあいたい」とのご希望でした。「手をつなぐ育
成会」様は、知的障害者（児）の家族及び会の趣旨に
賛同される方で構成される会で、発足 60 年余り。今
ほど行政からの援助が無い頃から情報交換や助け合
いの活動を行って来られました。

コンサートでは、まず一年を振り返りながら唱歌
や歌謡曲を歌唱し、そして『赤鼻のトナカイ』『きよ
しこの夜』では太鼓やベルを用いた楽器活動を、『サ
ンタが街にやってくる』では音楽に合わせて身体活

動を行いました。最後にクールダウンとして『いの
ちの歌』を鑑賞していただきました。参加された皆
さまは終始笑顔で、声、体、楽器を使った音のやり取
りを楽しまれていました。終了後、「歌声に癒された」、

「とても楽しかった」等のご感想がありました。

「明石市肢体不自由児者父母の会」は、昨年 60 周
年を迎えられました。「障害を持つ子どもたちにとっ
て住みやすい社会を実現するために」と、毎月の交
流会に加え、研修会やバザー、「きょうだいさんの日」
等のイベントを実施されています。ご依頼を受け、
12 月 23 日、ふれあいプラザあかし西にてクリスマ
ス会として音楽療法を体験していただきました。
「歌って踊って楽器も鳴らそう！みんな大好きクリ

スマス」というテーマで、６名の会員が様々な楽器
を持参しそれぞれの音色を紹介することからスター

ト。40 名を超える参加者と『サンタが街にやってく
る』で軽体操をし、『そりすべり』ではベルハーモニ
ーやウッドブロック、シンバルなどから参加者に好
きな楽器を選んでいただき合奏をする等、クリスマ
スソングを中心に進めました。少し重いと思える楽
器にも挑戦して、ご家族が驚かれる場面もありまし
た。皆で音を重ねるうちに会場は温かい雰囲気にな
りました。参加された皆さまおよび開催に関わって
いただいた皆さまに心より感謝いたします。

今年度閉校予定の丹波市立前山小学校で2月8日、
「音楽療法って何？」というテーマでコンサートを行い
ました。『なんとなくなんとなく』の歌で始まり、とて
も寒い日だったので『さんぽ』に合わせて足踏みをし、
身体を温めました。その後、「みんなはどんな時に音
楽を聴く？」「音楽を聴いたらどんな気持ちになる？」
と尋ねると、児童の皆さんは手を挙げて思い思いに
答えてくれました。トーンチャイムや様々な小物楽器
を全員に配り、フルートと共に校歌を合奏すると、自
然豊かな同校の様子が優しい音色で表現されました。
最後は映画『STAND BY ME ドラえもん２』の主題
歌『虹』を全員で手話とともに歌唱。同校の風景や学
びを表現したオリジナルの歌詞が曲中に織り込まれ、
児童の皆さんはスクリーンに写った歌詞を見つめてい
ました。

終了後、「楽しかった」「みんなで一緒に合奏できた
ことがよかった」との感想が語られ、この体験が「音
楽療法って何？」の答えになっていたのでは、と感じま
す。春からは違う学校に移る児童の皆さんが、大好き
な前山小学校のことを忘れずに、たくましく成長して
いってくれることを祈ります。

和気藹々とした雰囲気に。それぞれ選んだ大小様々
な楽器を手に『六甲おろし』を大合唱し、最後に『You 
Raise Me Up』のフルート生演奏と共にバーチャイ
ムを順番に鳴らして、会場は優しい響きに包まれま
した。参加された方からは、「大きい楽器を鳴らして
気分爽快！」等の感想が聞かれました。人生 100 年
時代を顔馴染みの方々とご一緒に歌を口ずさみ、こ
れからも健康に過ごされますようにと思いました。

西宮市津門呉羽町自治会婦人部様より地域老人会
の敬老の日のイベントとしてご依頼を受け、9 月 29
日、西宮市立津門市民館で音楽療法体験を実施させ
ていただきました。婦人部の代表の方は、昨年、他
団体様から依頼を受けて当会が実施した音楽療法体
験講演に参加され、その体験から「合奏や歌の活動

と、フルートの演奏を盛り込んだ音楽療法をお願い
したい」と具体的な依頼につながりました。始めに
ピアノ演奏に合わせて発声、ストレッチを行いなが
ら、身体の可動域を広げることを体験してもらいま
した。そして、2 つの違う曲を 1 フレーズずつ交互
に歌う交互唱では「つられたわ」と笑いが起こり、

依頼事業

主催コンサート

木の芽家族会様からのご依頼

佐用町「手をつなぐ育成会」様からのご依頼～音とふれあうコンサート

明石市 肢体不自由児・者父母の会様からのご依頼～クリスマス会

丹波市立前山小学校様からのご依頼

西宮市津門呉羽町自治会婦人部様からのご依頼
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♪ 音楽療法の実施や講演依頼等 … 事務局へお問い合わせください。
 　　●問い合わせ先　E-mail : jimukyoku@hmta.jp 　Fax : 078-261-9602

information

発会から20 年以上、コロナも経て、私たちは新たに歩み始めています。今号は、発会当時を振り返り、
その原点を先輩方にお聞きしました。さまざまな場面で、会員同士がつながり向上すること、協力し
て音楽療法を継続して行うこと、普及を目指すことの大切さを語ってくださいました。他の記事でも、
さまざまなつながりが感じられます。創刊時の広報誌のタイトルに込められた、みんなの顔が見える
セッション「音の輪」、和みの「音の和」が、これからも続きますように。発行にあたり、ご協力いた
だきましたすべての皆様に、心より御礼申し上げます。（広報部 宇野）

●オーシャンドラム
オーシャン（海）ドラム

（太鼓）は薄手の両面太
鼓の内部に小粒の玉が入
っていて、両手で持って
傾けたり揺らしたりする
と波のような音が出せる
擬音楽器です。水平の状
態から始めて、左右にゆっくりと傾けると、
中の玉が滑るように転がり波の音を出し
ます。大・中・小さまざまな大きさのもの
があり、大きさに加え、揺らす角度や速度
によって、穏やかなさざなみのような音か
ら荒れる大波のような音まで、いろいろな
波の音を表現できます。また中には、〝母親
の胎内を思い起こさせる音色〟のオーシャ
ンドラム（REMO 社）もあります。

この楽器の面白さは、音を聴くという
聴覚への刺激だけでなく、玉が動くことで
視覚的にも興味をひきやすく、手で持って
振動も感じられるところにあります。さら
に、バチで叩くなど様々な楽しみ方ができ
るため、音楽療法の現場でも活躍している
楽器です。

●身近な「サイン音」と「サイン音楽」
電子レンジなど電化製品の稼働終了時にメロディや音が鳴りま

すが、このようにメッセージを伝える音を「サイン音」といいます。
列車の発着を知らせる音なども「サイン音」の一つです。その中
で、大阪メトロの長堀鶴見緑地線では、列車接近の際にホーム
に独特のメロディが流れます。この路線は１９９０年の「国際花と
緑の博覧会」開催に合わせ、京橋～鶴見緑地間で開業しました。
その際に、京橋行き ( 上り ) の列車接近音は「♪きょうばし」、鶴
見緑地行き ( 下り ) は「♪つるみりょくち」という大阪弁のイント
ネーションを模したメロディで作られたのです。現在は大正～門
真南に延伸していますが、偶然にも「京橋」と「大正」、「鶴見緑地」
と「門真南」の文字数がほぼ同じなので、同じメロディが使われ
ているそうです。乗客の方にも違和感なく聴かれているのではな
いでしょうか。

また、物事を知らせる手段として音楽を使う「サイン音楽」も
あります。例えば、百貨店などで雨が降ると『雨にぬれても』な
ど特定の音楽が流れます。これにより、窓のない売り場にも雨が
降り出したことが伝わり、店員がお買い上げ商品の入った紙袋に
ビニールカバーをかけるなどお客様に配慮ができるのです。言葉
を使わずにスマートに伝えることができるのは、音楽ならではか
もしれませんね。これらはほんの一例ですが、このように音や音
楽を効果的に使用した「サイン音」や「サイン音楽」は身近にた
くさんあります。みなさんも耳を傾けて探してみませんか。

■ 参考文献：『図解入門  よくわかる  最新  音楽の仕組みと科学』（岩宮 眞一郎）
■ 参考資料：YouTube　Osaka Metro公式チャンネル
　「Metro News」vol.57 長堀鶴見緑地線だけ異なるメロディに隠された...

右記QRコードから
オーシャンドラムの
音を聴けます。

8


